
　１　整備計画の概要

計画の名称

計画策定主体

対象市町村

計画の期間

計画の目標

１．地域の現状

２．抱えている課題

３．取り組むべき対策

４．それによって達成しようとする目標

定量的指標

上記の計画の目標に対する定量的指標は以下のとおりとする。

①農業生産基盤整備の強化(優良農地の確保)

目標 1,000ha 実績 793ha 達成状況 79%

②農地及び農業用施設の保全強化(優良農地の保全)

目標 1,000ha 実績 888ha 達成状況 89%

③生活環境基盤の強化(集落排水処理人口の向上)

目標 6,000人 実績 5,479人 達成状況 91%

④生活環境基盤の強化(定住化促進に向けた環境基盤整備）

目標 10集落 実績 11集落 達成状況 110%

⑤美ら海・農業の推進（赤土等流出防止対策）

目標 400ha 実績 454ha 達成状況 114%

全体事業費
千円53,802,305
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きめ細やかな農業農村整備プロジェクト

　沖縄県

３２市町村（国頭村、東村、大宜味村、今帰仁村、本部町、名護市、恩納村、宜野座村、金武町、伊平
屋村、伊是名村、伊江村、うるま市、読谷村、沖縄市、中城村、北中城村、南城市、八重瀬町、糸満
市、南風原町、豊見城市、久米島町、粟国村、座間味村、北大東村、南大東村、宮古島市、多良間村、
石垣市、竹富町、与那国町）

平成２９年度～令和３年度（５年間）

　沖縄県は亜熱帯性気候に属し土壌は有機質に乏しく侵食されやすい上、毎年のように台風や干ばつ
の被害を受ける特殊条件の中、畑作を中心とした農業を展開している。

　昭和４７年の本土復帰以降、農業生産基盤の整備が進められてきたが、離島を中心に一次整備が実
施されておらず、農家所得の向上が図られていない地域も多い。
　また、農地からの耕土流出が著しく、周辺環境及び営農に支障をきたしている。
　加えて、農業集落排水処理施設等の生活環境基盤の整備が遅れており、都市部と格差がある。

　亜熱帯特性等を生かした特色ある農林水産業の振興を図るため、亜熱帯・島しょ性の地域特性に適
合する農業生産基盤の整備を推進するとともに、沖縄らしい風景・村づくりの保全・創造・調和を図
るため、地域性に富んだ活力ある農村を構築する生活環境基盤の整備及び多面的機能の強化を推進す
る。

　農業生産額・農家所得の向上、多面的機能を活かした地域の活性化や定住の促進、環境に配慮した
循環型の農村地域を構築することを目標とする。



　２　評価の内容

評価項目 評価内容

（1）交付対象事業の進捗
状況

・220地区が計画に基づき事業完了した。進捗率は７４％だった。
・残りの整備中の78地区についても、農山漁村地域整備計画(令和４年度～令和８年
度）に位置付け、引き続き目標達成に向け、事業を推進している。

・ 農業生産基盤整備の強化(優良農地の確保)については、区画整理、畑地かんがい施
設、農道や排水路などを整備したことにより、営農の機械化及び効率化が図られ、農
業生産性の向上に寄与した。

・生活環境基盤の強化(集落排水処理人口の向上)については、農村部の汚水処理施設
の整備等を行ってきたが、全体予算の不足と各種更新整備の増加により所要額を確保
することができず、集落排水処理人口が約5,479 人となり、成果目標である約
6,000 人 に対する実現状況は91％だった。

（２）事業効果の発現状
況

（３）目標値の実現状況

（４）今後の方針

・亜熱帯特性等を生かした持続可能な農林水産業の振興を図るため、引き続き計画期
間を令和4年度～令和8年度とする農山漁村地域整備計画により、亜熱帯・島しょ性の
地域特性に適合する農業生産基盤の整備や保全管理を推進するとともに、生活環境基
盤の整備や赤土等流出防止対策に取り組み、魅力と活力ある農村地域の振興を推進す
る。
・特に、農業生産基盤整備の強化（優良農地の確保）、農地及び農業用施設の保全強
化（優良農地の保全）、生活環境基盤の強化（集落排水処理人口の向上）について
は、所要額の確保に努めるともに整備率等の進捗管理を行い、目標の実現に向け事業
を推進する。

・農地及び農業用施設の保全強化(優良農地の保全)については、老朽化したため池等
の改修、排水施設、防風施設、農業水利施設などを整備したことにより優良農地が保
全され、農業生産性の向上に寄与した。

・ 生活環境基盤の強化(集落排水処理人口の向上)については、汚水処理施設の整備な
どにより、農業用用排水の水質保全及び農村生活環境の改善が図られ、地域の活性化
と定住促進に寄与した。

・生活環境基盤の強化(定住化促進に向けた環境基盤整備）については、農道、集落
道、集落排水路、自然環境・生態系保全施設等の整備等を行った結果、定住化促進に
向けた環境基盤整備を行った集落が11集落で、成果目標である10集落に対する実現
状況は110％だった。

・美ら海・農業の推進（赤土等流出防止対策）については、土壌流出防止対策等の整
備等を行った結果、土壌流出が防止された農地が約454ha となり、成果目標である
約400ha に対する実現状況は114％だった。

・ 生活環境基盤の強化(定住化促進に向けた環境基盤整備）については、農道、集落
道、集落排水路、自然環境・生態系保全施設等の道路整備と生活環境整備により、農
作物の粉塵被害の軽減、農作物の品質の向上及び高収益作物の導入と住環境の向上が
図られ、農業生産性の向上と定住促進に寄与した。

・ 美ら海・農業の推進（赤土等流出防止対策）については、農用地の勾配修正、沈砂
池や排水路の整備などにより、農用地からの土壌流出防止及び下流域の保全が図ら
れ、赤土流出による農業と環境への被害軽減に寄与した。

・農業生産基盤整備の強化(優良農地の確保)については、区画整理や畑地かんがい施
設の整備等を行ってきたが、全体予算の不足と各種更新整備の増加により所要額を確
保することができず、確保された優良農地が約793ha となり、成果目標である約1,
０00ha に対する実現状況は79％だった。

・農地及び農業用施設の保全強化(優良農地の保全)については、老朽化したため池等
の改修、排水施設、防風施設等の整備を行ってきたが、全体予算の不足と各種更新整
備の増加により所要額を確保することができず、保全された優良農地が約888ha と
なり、成果目標である約1,000ha に対する実現状況は89％だった。


